な な い だ \ 


取扱 い 説 
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| 


明 潮 


を よく お 
る と 装 也 さ 
を ご ね だ り の 
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| 各部 の 名 称 | 


の 王 ホ ー 糸巻 糸 案 内 


ライ ト スイ ッ チ (内 側 ) 


ドロ ッ プ ヒー ド ダイ ヤル 


送り ダイ ヤル 


送 送 り ボ タン 


に つい て 補助 テー ブル の 取り つけ 方 


ヲリ ー ア ー ム が ミシン の 性 能 を 一 段 と 拡げ まし た 。 袖口 や 普通 裁縫 に は , 筒 型 ベ ッ ド の スト ッ ン パー 受け 孔 に 補助 テー ブル < 
ズポン の 各部 の 縫い は 勿論 , 筒 も の に , アッ プリ ケ , テー プ の スト パー を は めこ み ま す と , し っ か り し た 広い ベッ ド 
つけ , つく ろ い 縫い や , 刺し ゅ う 等 が 容易 に 出来 ます 。 に な り ま す 。 


モー ター 運転 の 仕方 


ーー 
速度 切換 スイ ッ チ 


/ プラ グ (コス 回 還 到 大 


コン セン ト (モー ター・ ラ イト ) 


@ 速度 切換 スイ ッ チ 
スイ ッ チ の 操作 で 、 縫 い ス ピー ド が 低速 。 高速 に 切り 変わ り ま す 。 
ボタ ン ホ ー ル 縫い な ど 和 複雑 な 縫い の 時 。 ゆ っ くり リス ター ト し た い 時 は , 
低速 で , 直線 部 分 の 縫い は 高速 で 広い 範囲 で 自由 に 縫い スピ ー ド を 選べ 


計 す 。 
@ 路 込 調節 ネジ 


ネジ の 出し 入れ 調節 に よっ て , コン トロ ーー ラー を 一 ば い に 踏 み 込 ん だ と 


き の ミ シン の スピ ー ド を 御 自 分 に 適し な 速度 に セ モット する こと が 出来 ま 


す 3 


ーー 室内 コン セン ト へ 


電源 プラ ク 
コントローラー 
路 込 み 調節 ネジ 


ミシン を 御 使 用 に な ら な い 時 は 必ず 電源 プラ グ を 


ぬい て トド 358 計 


附属 品 箱 の 内 容 


ボビン 針 9 レト 


ボタ ン 付 押え 三 つ 差 刺し ゅ う 縫い 押え 


ステ ヴ 天 下 り 2Nee ドラ イ バ ニ 油 差し 


縁 か ぶり 押え 直線 縫い 押え ボタ ン ホ ー ル 押え 


Ei 


針 棒 
針 の 取外し | 。 ni 誠 


針 の 平 | 面 を 。 


針 棒 を 最上 部 に 上 呈 


げ 。 次 に 針 止 重 ( 寺 向け ます 
を ドジ スイ バトー 還 還 較 


る め ま す 。 


ハズ ミ 車 を 廻し , 


針 


だ U 


 。 


押え ホル ダー の レバ ベー 


2 . 押え ホル タ 


の ) レ バー を 矢 


針 棒 を 最上 部 『。 


ほ 内 げ 。 朝 完 
ト げ ば を 上 げ ま 


印 の ギ 0 馬 - 押 
し ます と 夏 叶 
が 外れ ます 


4 押え ホル ダー の ミゾ 


人 針 の 取付 け 


針 を 針 栓 の 溝部 の 


W> 


針 止 ピン に 突 当 る 
まで 挿入 し , 針 止 
を ドラ イ バ ー 

で 固く 締付け ます 。 


3 . ご 使用 に な る 
所 えみ を , 押え 
ポル ター の ま 
ド 由 置き , 押 
え 上 げ を 静か 
に お お ろ し ます 
画 セ セッ ト さ れ 
ます 。 こ の 場 
合 ダ ー ナ ー は 
普通 縫い に し 


"ーー 歓 


下 糸 の 巻き 方 


本 4. コン トロ ー ラ ー を 一 ば ぽい に 踏 み 
1 ズミ 圭 の 以下 ッ プ モー ミ な か 
人 に 5 区 肖 証 3 糸 が 八分目 程度 巻 か れる と. 
の よう に * < で = 才 コ 自動 的 に 糸巻 が 止ま り ま すか ら . 


ボビン を 左側 に 押し て 取り 外し 
9 


. ォ 巻 が 終了 し だ ち 。 ス トッ プ 
モー ショ ン を 固く 締め ます 。 


2 。 図 の よう に 糸 を 通し た 後 , ボビン 
を 系 巻 制 限 筒 の 方 向 に 突 当 る まで 
押し ます 。 


(ミシン の 医 面 か ら み た 図 ) 
凶 の よう に ボ ビ ピン に 糸 が 片 巻 に な っ た 


3 . ボビン の つば の 内 側 か ら 糸 を つぐ 量 HH* 場合 は 。 系 項 糸 案内 止 ネ ジ を ゆる め て 
通し 指 で 軽く 摘み, コン ト 9 案内 を 上 ドド させ 調 整 し ます 。 
ロー ラー を 軽く 踏ん で 和 糸 が 


ボビン の 芯 に 7 一 8 回 巻き 通 賢 中 
の 


つい た ら , 指 で つま ん で いる 
水 を きり ます 。 | 還 隊 .。 


ボビン ケー ス の 糸 通 し 


針 棒 を 最上 部 に じ て 行 いま す 。 


3 . ボビン の 系 ケー ス 
の 糸 道 を 通し , 調子 パネ 
の 下 を 還 押 軸 語 商 


.・ フロ ント カバ ー を 寺前 細 開 き 請 ボビン 
ケー ス の ラッ チ を つ 表 誠 証言 居 夢 向 開 
いて , ボビン ケー ス を 取 軸 四 ま す 


ニー 2 . ボビン ケー ズ 還 ポン を 4 . を 引張 る と 図 の 2 に , 
入れ ま :% 計 ボビン が 回 ま 
(ボビン の 系 巻 廊 向 は 図 
の よう に し ます 


ボビン ケー ス の 出し 入れ は ハズ ミ 車 を 手前 に 廻し , 


. ボビン ケー の を 中 


か マ 押 え の 切 りか き 部 に 
合わ せ 奥 の 方 へ ーー ばい に 
入れ て か ら 用 衝 を は な 
し 東 琴 


・ 中 か ガマ ( 全 展 回 クー ス が 


きち ん と 炊 っ て いな いと 
ミシン の 運転 中 に は ずれ 
た り , 政 障 の 魔 因 と な り 
ます 


上 糸 の か け 方 


| より 10 ま で 順番 に 糸 を 通し て 下さ い 。 


上 率 調 子 の 取り 方 


上 糸 と 下 系 の 張力 は つり 合っ て いな けれ ば 
な り ま せ 2 団 

この 調節 は 殆 ん どの 場合 , 上 糸 の 調節 だ け 
で 間に合い ます 。 


Oo 正しい 糸 調 子 
上 糸 と 下 糸 が , ちょ うど 希 地 の 真中 で 結 
び 目 を 作り ます 。 


上 浴 
/////////4 ////7/77/7 277777】 /////////// 7////// 
PO 
トド 和 ネ 


ぎる と き は , 図 の よう (回 凌 間 還 N 是 
上 系 
7277772774 1 77777777 1 77277 4 1 24 1 LM//// 
下 稚 


oO 上 糸 が ゆる すぎ る と き , 又は 下 系 が 強 前 


ぎる とき | ほ 。 の 貞 ゆ に な り 表 語 納 
上 共 
グー 

多 多 | 多 多 」 稼 」 称 | 称 1 称 多 


N 


下 衝 


oO 上 糸 の 張力 を 強く する と き は , 


oO 上 糸 の 張力 を 弱く する と き は , 


上 糸 調節 ツマ 


を 方向 へ まわ し て くだ さい 。 


を 


上 糸 調 節 ツ マ 


世 記 や ま MG くだ さい 。 


77 


Oo 張 力 を た めす と き は , 必ず 押え を 下げ た 状態 に 
し まう 39 


ド 糸 の 天 力 は ボビン ケー ス の 調節 ネジ で 調節 し ます 


が 


ブッ 


強く 
弱く 


調節 ネジ 


この 調節 が 必要 に な る の は 極 く 稀 れ で す 。 


各部 の 操作 


EE ドロ ッ プ ヒー ド ダイ ヤル 電球 及 ス イッ チ 


ーー ニー ーー っ 針 板 
送り 
普通 縫い 
- 厚 物 縫 い 
W 


FE 旨 ン 
が SS 
す 
圧力 が 減じ る 
タイ トス イッ チ は 押す だ け で 点 糧 消 稀 克 出 来 
っ 針 板 ます 。 
送り 電球 の 変換 は 電球 を 左 に ネジ る と 取 外 せ ます 。 
8 陸 刺し ゅ う 縫 い 刺し ゅ う 縫 い 
厚 物 縫い 普通 縫い gi くろい ボタ ン 付 


ーー 9 ーー- 


各 ダ イヤ ル の 機能 


ウマ ター コジ ショ ピリ ラン ク 0 ド タイ 2 リル ジグ ク ザ グ ダイ ヤル 送り ダイ ヤル 


1| 
4 


! I 
ゝ 9 EE) 
の 
p 汗 上 = 
ふ 主 謀 
4 〇 
1 . 本 格 派 洋裁 居 か か MA,、 ま つり ジグ ザ グ 縫 の 巾 縫 目 の 大 き さ 送 送 り 


縫い , 裁 ち 員 か が りり は 勿 稚 , 0 MM 
ーー O 布 が 動き ませ ん 


ジャ ー ジ ー や ニッ トウ ェ ヤ ( - 絶対 押し て いる と , 布 は 手前 の 方 に 


3 送ら れ , 縫 目 の 大 きき は 正 送り 
AAWWWWWWWWWWWWWWWWW | の つ 。 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ュー 
に と 同じ で す 。 こ れ は 止め 縫い に も 


だ け で 。 ど な を だ に 美しく 全 E り | さ /WWWWWWWWVWWWW 4 -。 后 明 本 測 委 、 
ます 。 4 /WWWVWWVVWWWVWW e 一 痕 還 還 寺 き 


s WWWWWWWWW 。 


RULJLUII 


WW ポタ ン ホ ー ル や 刺し ゅ う 


必要 な 伸縮 維 WW (る トレ ッ チ ナ ・ 
ステ ッ チ ) が 多 和 W ル を 合せ る 


RdO 一 


布地 と 針 と 糸 の 関係 表 


お 縫い に な る 布地 の 種類 に より , 針 と 糸 は 下 表 の 番号 の も の を 選ん で 下さ い 。 これ 
は ミシン の 機能 を 充分 に 生か し , 美しく 仕上 げ る ため の 大 切な ポイ ント で す 。 
(本 機 に 用 いる 針 の 種類 は HAX 1 で あり ます ) 


糸 の 番号 


絹 オ ー が ガン ディ ー 
薄 ト リコ ッ ト 


綿 80 一 120 
絹 80 


綿 60 一 80 
絹 50 
ギン ガム サテ ン 


に 過 3 ニー っ (ロイ 綿 50 一 60 
リン ネル 一 般 服 地 
さら さき 木 締 


ギ デ ャ バジ ン デニ ム 
ツイ 較 M 本 ボー コー ト 地 
帆 布 カー テン 地 


綿 40 一 50 
絹 50 


厚地 コー ト 
厚地 キャ ン バ ス 


ご 注意 伸縮 性 化繊 地 (ジャ ー ジ ー, トリ ヨコ ヨット) に は , ニッ ト 針 ( 柄 の 先端 が 
紫色 ) を 使用 する と , 目 と び 補 系 切れ を 防ぐ の に 効果 が あり ます 。 


いろ いろ な 縫い 方 図示 めし て いる ダイ ヤル で 一 ~ ゞ 印 の つい て いる ダイ ヤル は , その 範囲 で 適当 な 目盛 を 選ぶ こと 


を 表わし ます 。 


直線 縫い 


ン 下図 に 示 め す 共 本 的 な 操作 法 を , 練習 し て マス ター し ます と 大 変 便利 
ダイ ヤル 
ぱら で す 。 千鳥 維 い 押え で も 直線 縫い は 出来 ます が , 尊 物 縫い や , きれ いな 


L 
隊 2 縫い 目 に は 。 直 線維 い 押 え の 使用 を お 半 め し ます 。 
6 ( 上 


縫い 終り 縫い 始め 方 向 を 変え る 
逆 送 り で 止め 縫 m 軸 四 固 胡 作 を 縫い 終り の 状態 で 上 糸 ・ 下 糸 を 図 9 を 東上 た まま 提 誠 を (の て 。 
最高 の 位置 に 保ち 縛 導 琴 疹 目 げ て の よう に 揃え て , 布 を を その間 に 放 針 を 人 芯 棒 に し て , 布 を まわ し ます 。 
布 を ずら し 。 6 計 7W 交 物 放し て 火 R す 。 


糸 を 切り ま 9 


ジグ ザ グ 縫 い ジグ ザ グ ダイ ヤル 送り ダイ ヤル ジグ ザ グ 縫 い 


目 感 目 感 
5 に 華人 ム マ スマ ご 人 
4 5 トマム ダム マム マム ママ 4 す 。 4 
2 4 へ へ へ ヘ ヘ ハム へ へ AA へ AA ン 
1 2 ャ ツン ハ へ ヘ ハ ン ン ハハ ハハ ンズ ヘ ヘ ペペ ペペ パパ へ ハハ ハム ハハ 
ン 2 


ジグ ザ グ ダイ ヤル と 送り ダイ ヤル の 目盛 の 組み 合せ で 図 の よ 可 周 様 婦 な 


ジグ ザ グ 縫 い が 出 来 ます 。 


送り ダイ ヤル を WM に 合 蘭 0⑳ 居 通 か く 調節 し て , 縫い 目 が 【 員 測 肌 地 


テン ステ ッ チ (し ゅ 圧 続 い 
プ ( 縫い ) の よう みな 密 着 縫い を 求め まず 。 刺 上 あう 縫い の 基本 で あり 、 請 靖 用 
タイ ヤル を 周期 的 に 操作 する 旧居 よっ て , 緑 飾り な ど に 適し 細 衣 誠 
模様 が 出来 ます 。 
⑤ ⑤ (G) 


ジグ ザ グ ダイ ヤル の 目盛 


還 。 衣 MM 誤 間 le 
⑤ー ヶ > ④ー ヶ ③-*+⑧⑨ 一 ④③ー⑤ 


中 OS @⑨@ @@6@ 


| I __。 リア 2 
証 革 [ IM 川 川 聞 


スト レッ チ ステ ッ チ (伸縮 縫い ) 


直線 スト レッ チ 縫 い cc つっ < つう テ 


普通 の 直線 縫い に 較べ る と , 太い 
縫い 上 由 に な り ま す が , 伸び 縮み が 
きき KR 認 環 種 い で て , ジャ ー 
ジー な どの 礁 地 の 直 線 縫 い に 使用 
じ 素 納 


伸縮 が きき 裏表 同軸 締 い 日 で スポ 


ー ツ 錠 及 胃 電 請 朝 凛 ス ポケ ント 


千鳥 縫い 押え み - どの 飾 り 縫い に も 有川 られ ま 5 


に れい 


最も 伸縮 縫い に 適し た ステ ッ チ で 


パタ ジグ ザ グ 
1 "ダイ ヤル | ダイ ヤル 応用 二 囲 が 広い も の で す が , つく 
千島 縫い 押え - ンー ろ い 縫い や パッ チ あ て な ど に も 適 
SS と ・ て いま 
の < 多 


と 共に, 


5 た ステ ッ チ ナチ ジグ 状 有 


スス スス スス 最も 伸縮 縫い に 適し た も の で 記 用 


範囲 が 広い も の で す が ニ ッ ト 


フェ ザー ステ ッ チ ング 


レー スス つつ (大 


本 io ス トレ ッ チ 
な ど に 用 いる と 便利 で す 。 


千島 縫い 押え 


et5 一 


プラ イン ド ステ ッ チ (まつ り 縫 い ) 


ジグ ザ グ ダイ ヤル の 調節 
4 に 合せ ま 9 縛 


引 ll ポタ ン の 左側 の 究 南 外 由 便 MY 押 あ を 下げ ボタ ン を 固定 し ます 。 
名 ン の 有 和 究 因 商 昌 請 着 違 ジグザグ ダグ ダイヤル を 合せ 4 一 5 針 
縫 いま す 。 


又 。 ポ タン と 押え の 間 に 了 爪楊枝 等 を お き , ボタ ン に ゆる み を 持た せ 
る こと が 出 隊 証 


ボタ ン ホ ー ル 縫い ジグ ザ グ ダイ ヤル の 操作 
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ボタ ン ホ ー ル の 位置 と 大 き さ を 正確 に 布 の 上 に 印 を つ 幼 輔 印 の 手前 


の 端 を 押え の 底板 の 赤 マ ー ク A に 合せ , 印 の 線 が 押え の 底板 の 中 心 


に ある こと を 確 め て か ら 縫 い 始 め ま す 。 〔 注 〕 止め 縫い の と ほ は ドロップ ヒー ド ダイ ヤル を 止め 縫い 
^DARN 。 に 貞 iINS い 。 


縫い 始め (1) パー タッ ク 縫 い (2) ステ ッ チ リッ パー で カッ ト し ます 


坊 目 か が り に は ジグ ザ グ 縫 い 
が 利用 出来 ます 。 


ザ グ し 
ダイ ヤル 直線 縫い ば か りり で な く 
っ N 伸縮 縫い の ステ ッ チ も 


送り 
ダイ ヤル 
1 | 


利用 出来 ます 。 


ED 


この フリ ー ア ー ム ミシン は , 普通 ベッ ド の ミシン で 縫い に くい 補 や 


フラ フリー アーム ソー イン グ 


ズボン な どの 人 筒 状 の も の を 縫う の に 大 変 便利 で す 。 


ィ シ ャ ツ の 袖口 に 伸縮 縫い の 飾り 模様 G パン に 節 り テー プ を 付け る ズボン の ひざ に アッ プリ ケ を 付け る 


さ こさ レト ゞ エキ 還 | ロ 押 カバ ー を 外し , 1 
ンー 98 へ 注油 の 個所 矢印 の 部 分 に 注油 し て 下さ い 。 


針 板 を 外し て 送り 歯 の 掃除 


か ま の 分 解 掃除 


故障 の 原因 と 計 


時 
半 


| 


牙 隊 の 状態 | 上 泉 が 切れ る 


軒 下 糸 が 切れ る 


縫い 目 が 飛ぶ 針 が 折 れ る 


・ 上 糸 の 掛け 方 が 正しく な い 。 
・ 系 究 の 仕上 の 悪い 針 を 使っ 


雪 


で いる 
・ 針 の 取付 方 が 裏 が を し に な 
っ て いる 。 
原 回 | 全曲 っ て いる 。 
・ 針 の 穴 に 比べ て 和 糸 が 大 すぎ 
る 。 
・ 上 糸 の 調子 が 強 す ぎる 。 
・ 系 が 必要 以外 の 所 に か ら み 
つい て いる 。 
ビーーーー 
落 障 の 状態 縫い 目 に し わ 


が よ る 


・ ポ ビン ケー スバ ネ の 調節 が 
強 す ぎる 。 
・ ポ ピン の 糸 の 巻き 方 が 不 均 


・ 外 形 の 真 円 で な い ボ ビン を 
使っ て いる 。 (交換 ) 


・ ポ ビン ケー ス の 糸 の 通し 方 
が 間 條 っ て いる 。 


・ 針 に 比べ て 糸 が 強 す ぎる 。 
・ 針 が 曲っ て いる 。 

・ 針 の 取付 が 正しく ない 。 
・ 中 ガマ の 先 が 折 れ た か 。 誠 


・ 針 が 曲っ て いる か 
付け が 緩ん で いる 。 

・ 上 糸 の 調子 が 強 す ぎる 。 

・ 縫 う 時 に 布地 を 無理 に 引 天 

る 。 


又は 取 


は 鈍く な っ て いる 。( 変 換 ) 


0 


| 


糸 締め が 悪い 
・ 上 和 糸 、 下 糸 の 調子 が 強 す ぎ |・ 上 和 糸 調 手 が 弱 す ぎる 。 


る 。 

・ 送 り 歯 の 針 板 か ら の 高 さ が 
高 す ぎる 。 
(送り 歯 を 低く する ) 

・ 和 糸 の 通し 方 が 間 人 違っ て いる 。 

・ 氷 が どこ か 余分 の 所 に 引掛 
っ て いる 。 

・ 布 地 、 糸 。 針 の 関係 が 釣 合 


わな い 。 


・ ポ ピース 調子 バネ の 

調節 が 弱 す ぎる 。 

・ 系 取り バネ が 曲っ て いる 。 
(交換) 


・ 中 が ガマ 大 が ガマ に 堪 や 終局 が |・ 


・ 油 が きれ で いる 。 
テ 和貴 い 油 を 使っ て いる 。 
・ 永 《 く 使用 し な いた め に , 油 


還 要 ジ ー と モー ター 
の 接続 が 悪い 。 

・ ス トッ プ モ ーション が ゆる 
ん で いる 。 (締め る ) 
・ 釜 に 糸 が か らん で いる 


入っ て いる ゐる 。 


が 頑 胃 請 緒 因 還 びり つい て 
いる 。 


・ ド ロッ プ ヒー ド の 位置 の 
間 違い 。 

ストップ モー ショ ン が 
弘 ん で いる 。 

・ 送 り 歯 と 針 板 の 間 に ホ コリ 
が 凝 着 の た め 。 計り 歯 の 
上 り 在 足 。 

・ ダ ー ナ ー の 他 導 が jiEU < 


な い 


o 


3 


MM コ 
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っ 
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